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学校教育目標『ひとりだちする生徒』   ℡049-222-2753  Fax049-229-1231 

校長 肥留間 智子 
４月８日に入学式と始業式を行ってから、ちょうど一ヶ月が過ぎました。新

しい学校、新しい先生、新しい友達、新しい教室・・・生徒の誰もが、不安と緊

張の気持ちを抱きながら、毎日を過ごしてきました。１年生は、この学校での生活にやや

緊張している様子でしたが、大きな声で挨拶ができる生徒やお話し好きな生徒が多くい

て、何事にも意欲的に活動しやる気に満ちています。２年生は、後輩に対してお手本を示

したりわからない様子を見て声をかけてあげたり、先輩としての優しさを感じます。３年

生は、卒業後の就労やこの後始まる実習のことなどを真剣に考え、日々の一つ一つの行動

もこれまで以上に自信を持って堂々と行動している姿に頼もしさを感じます。 

この一ヶ月間は天気や気温も不安定で生徒たちの体調管理も心配でしたが、各ご家庭

においてしっかりと健康管理をしていただいたおかげで、どの生徒も元気に教育活動に

参加することができました。ありがとうございました。学校におきましても、生徒たちに

とって有意義な教育活動を行うことができるよう教職員一同努力して参りたいと思いま

すので、今後ともご理解ご協力のほどお願い申し上げます。 

さて、本校の生徒たちの良さは、何と言っても「礼儀正しさ」と「伝わる挨拶」です。

その他にも校内には誰もが気持ちよく過ごせるための「凡事徹底」があります。５月７日

（火）の講話朝会では「凡事徹底」についてお話ししました。その一部をご紹介します。 

 

日本の有名な元プロ野球選手の一人は、「凡事徹底」を大切にしていました。彼が言う

「凡事徹底」は、当たり前のことを当たり前にやることだけではなく、人がまねできない

ほど「徹底的に」やるということだそうです。「これだけはやったなと言える練習はあり

ますか」と質問すると、「高校生活の３年間、一日にたった１０分、寝る前に必ず素振り

をしました。その１０分の素振りを一年３６５日、３年間続けました。これが誰よりもや

った練習です」と答えたそうです。皆さんの生活の中で「１０分」のことは何ですか。「朝

の運動」「休み時間」などがあります。「休み時間は１０分では短い」と感じている人もい

るのではないでしょうか。一日たった１０分何かを行うことはそんなに難しいことでは

ありません。彼は、「小さいことを積み重ねるのが、とんでもないところへ行くただ一つ

の道だ」とも言っています。「とんでもないところ」というのは、悪いことではなくて、

自分の「目標」や「夢」のようなことを指しています。皆さんが毎日行っている「小さい

こと」を、「徹底的」に続けるということは、とても大切だと私も思います。皆さんの目

標は、「ひとりだち」です。皆さんも毎日行っている当たり前のことを「徹底的」に続け

ることができたら、皆さんも「とんでもないところ」、つまり「ひとりだち」へつながる

のではないかと思います。 

 



 

 

 

  ７日 火 月曜授業 講話朝会 

８日 水 教育相談 余暇⑥ 

９日 木 耳鼻科検診 9:00 AET 

市教委・西部教育事務所訪問 

１０日 金 教育相談 生徒総会ﾘﾊｰｻﾙ 

１１日 土  

１２日 日  

１３日 月 短縮４時間 個人面談 

１４日 火 短縮４時間 個人面談 

１５日 水 短縮４時間 個人面談 

１６日 木 生徒総会ﾘﾊｰｻﾙ② 

内科・宿泊事前検診 13:30 

１７日 金 生徒総会⑤⑥ 

１８日 土  

１９日 日  

２０日 月 眼科検診 13:30 

２１日 火 ３年陸上競技大会（上尾運動公園） 

２２日 水 委員会 AET  

２３日 木  

２４日 金 校内実習（～29 日） 

２５日 土  

２６日 日  

２７日 月  

２８日 火 陸上競技大会予備日 

２９日 水  

３０日 木 短縮４時間 講話朝会 

引き渡し訓練・保護者会14:00 

尿検査 

３１日 金 ３年事前学習 尿検査  

２年宿泊学習実行委員会 

６月１日 土  

  ２日 日  

  ３日 月 ３年現場実習（～14 日） 

２年事前学習 

１年特別日課（～17 日） 

 ４日 火 ２年現場実習（～17 日） 

 ５日 水 1 年作業所体験 AM 

★お弁当を忘れずに★ 

３年生は、「21 日（火）陸上競技大会」「２８日(火)予備日」両日ともにお弁当持参です。 

★学校運営協議会(ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ)

が行われました 
＜目的＞ 

 保護者及び地域住民等の学校運営への

参画や地域住民等による学校運営への支

援・協力を促進することにより、学校と

保護者及び地域住民等との間の信頼関係

を深め、学校運営の改善や児童生徒の健

全育成に取り組むこと 

＜役割＞ 

・校長の作成する学校運営の基本方針を

承認する 

・学校運営について、教育委員会または

校長に意見を述べることができる 

 

★「余暇」って？ 

職業生活において、自分自身の健康管

理や仕事以外の時間「余暇」の過ごし方

について考えることは大切なことです。

学校では、「運動」「情報」「ものつくり」

「表現」の４つのグループに分かれて週

１回の「余暇」を楽しみます。 


